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２．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

高位メモリ階層の高性能と低位メモリ階層の大容量を活用するための、メモリ階層活用システムソフ

トウェアに関する研究開発を行い、GPUをベースとするスパコンにおいて実際のステンシルベースの実

アプリケーションにおいて技術統合により、その有用性を実証した。特に、ステンシルベースの実アプ

リケーションである都市気流シミュレーションコードに開発された技術を適用することによって、これ

までの4倍の問題サイズの際に約80%の性能が維持されることを示し、その高い実用性については高く評

価できる。また、TB級の容量とGB/s級の接続速度を持つFlashデバイスをDRAMと併用し、デバイスの特

性を考慮したアクセス手法と時間ブロッキング手法による局所性向上により実用的な速度を達成し、ス

テンシル計算における問題規模を大幅に拡張することに成功した。局所性を高めるための動的メモリプ

ロファイラやチューニングツールの研究においては解析ツールとしての有用性は認めつつ、自動的なコ

ード変換については野心的な試みではあったもの、中間評価で見直しを経てもなお実際のプログラムの

適用には多くの課題が残されており、本課題の他のグループとの連携についても問題があったと言わざ

る得ない。 

本研究で得られた知見については、チームが所属している東京工業大学のスパコンTsubame 3.0の設

計に反映され、本研究の成果についての超大規模実証実験を予定しており、ソフトウェアからのポスト

ペタスケールシステム技術への貢献という本領域が目指した成果の例となりうると考える。また、本研

究で取り上げたメモリ階層や次世代メモリデバイスについては研究開始当初よりも注目を集める技術

領域となっており、不揮発メモリを含むメモリ階層を中心とした研究集会を主催したり、チームリーダ

ーが関連分野の国際会議がGeneral co-chairを務めるなど国際的な活動も活発に行われている。今後、

開発されたソフトウェアを広く普及させることが重要であり、一層の展開・普及活動を期待したい。 
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